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失望せずに祈り求めるために

【祈りながら考えよう】
、（１）イエスがこのたとえで教えられた祈りの特徴は何ですか。

（２）祈りを妨げる私たちの分別はどんなものですか。

（３）私たちが神の国の選民にされたのは何をもってですか。

【解 説】

（１）あきらめずに祈り続ける
いつでも祈るべきであり、失望してはならないことを教えるために、イエスは彼らにたとえを話された。（1節）

この願い続けたやもめの《たとえ》は、《いつでも祈るべきであり、失望してはならないこと》を教えている。

信仰の生活とは祈りの生活である。祈りとはどういうことなのか。祈りとはどのようにして祈っていくのか。本当に

確かなものを信じるなら、その信じる出来事は、その確かなものへの絶えざる祈り、求めとなっていく。

この祈るということがどういうことなのか、この世の人が皆あきらめていかなければならない出来事のただ中に立っ

ても、なおあきらめず、なお信じ、なお祈っていく。それをここにイエスはたとえで語っておられる。

（２）不正な裁判官とやもめのたとえ
「ある町に、神を恐れず、人を人とも思わない裁判官がいた。 その町

に、ひとりのやもめがいたが、彼のところにやって来ては、『私の相

手をさばいて、私を守ってください』と言っていた。（2-3節）

このたとえには、普段は《神》を恐れることも、《人》への心遣いも全くない不
こころづか

正な《裁判官》と、何者かにしいたげられている《やもめ》が登場する。

この《やもめ》は正しいさばきを求めて裁判官のところに（しつこく）やって来

た。非人道的な扱いから救い出してほしかったのである。
ひ じんどうてき

（３）裁判官を変えたやもめの訴え
彼は、しばらくは取り合わないでいたが、後には心ひそかに『私は神を

恐れず人を人とも思わないが、どうも、このやもめは、うるさくてしかた

がないから、この女のために裁判をしてやることにしよう。でないと、ひ

っきりなしにやって来てうるさくてしかたがない』と言った。」（4-5節）

（やもめ）の申し立ては正当なものだったが、この《裁判官》はそれを取り合わ

なかった。普通の人であれば、しばらく取り合わないでおれば、もう泣き寝入りして来なくなる。そこが裁判官の付け

目である。そうでなければ何か賄賂などを持って来て、是非ともやってくれと来る。
わい ろ

ところがこの（やもめ）はやめない。やめないどころか、夜となく昼となく、あらゆる時間、この裁判官に訴え続け

た。この世の常識では、そんな裁判官の所へ手ぶらで行ったって裁いてくれない。それがこの町の常識であった。しか

し彼女にとっては、そんな常識は無用であった。ただ裁いてもらいたい、それだけしか心になかった。

彼女が定期的に自分の前に現れるので、裁判官はとうとう行動を起こした。彼女が（しつこく）要求したことが、こ

の裁判官を動かした。

ルカ福音書18:1-8
18:1 いつでも祈るべきであり、失望してはならないことを教えるために、イエスは彼らにたとえを話

された。

18:2 「ある町に、神を恐れず、人を人とも思わない裁判官がいた。

18:3 その町に、ひとりのやもめがいたが、彼のところにやって来ては、『私の相手をさばいて、私を

守ってください』と言っていた。

18:4 彼は、しばらくは取り合わないでいたが、後には心ひそかに『私は神を恐れず人を人とも思わな

いが、

18:5 どうも、このやもめは、うるさくてしかたがないから、この女のために裁判をしてやることにし

よう。でないと、ひっきりなしにやって来てうるさくてしかたがない』と言った。」

18:6 主は言われた。「不正な裁判官の言っていることを聞きなさい。

18:7 まして神は、夜昼神を呼び求めている選民のためにさばきをつけないで、いつまでもそのことを

放っておかれることがあるでしょうか。

18:8 あなたがたに言いますが、神は、すみやかに彼らのために正しいさばきをしてくださいます。し

かし、人の子が来たとき、はたして地上に信仰が見られるでしょうか。」
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（４）祈りを妨げる分別

①求め続ける祈り
11章に違ったたとえで、祈りとはどういうものであるか、どういう態度で祈るべきかということを主イエスは教え

ておられる。あの（主の祈り）といわれる祈りを、弟子たちに教えておられるそのあとに付け加えられている。

また、イエスはこう言われた。「あなたがたのうち、だれかに友だちがいるとして、真夜中にその人のところに行

き、『君。パンを三つ貸してくれ。友人が旅の途中、私のうちへ来たのだが、出してやるものがないのだ』と言った

とします。すると、彼は家の中からこう答えます。『めんどうをかけないでくれ。もう戸締まりもしてしまったし、

子どもたちも私も寝ている。起きて、何かをやることはできない。』

あなたがたに言いますが、彼は友だちだからということで起きて何かを与えることはしないにしても、あくまで頼

み続けるなら、そのためには起き上がって、必要な物を与えるでしょう。わたしは、あなたがたに言い ます。求め

なさい。そうすれば与えられます。捜しなさい。そうすれば見つかります。たたきなさい。そうすれば開かれます。

（ルカ11:5-9）

《求めなさい》の時制は（現在形）であるから、求め続けなさいと訳せる。そうすれば与えられる。捜し続けなさい、

そうすれば見つかる。門をたたき続けなさい、そうすれば開けてもらえる。これも祈りについてのたとえであって、同

じことが教えられているが、この（やもめ）の場合においてはさらに（徹底した祈りの態度）が示されている。

私たちは同じことをいくら祈っても聞かれそうにないと、祈るのをやめてしまうことがある。たとえば、家族の者の

救いとか、友人、知人の救いについて祈っている。しかし、そのうちにこの祈りは聞かれないのではないかと思ったり

して、途中で祈ることをやめてしまうことがある。

②本当の信仰は失望で終わらない
どうしてやめてしまうのかと言うと、他の人の祈りはどんどん聞かれているのに、自分の祈りは聞かれないために「失

望」してしまうからである。しかし、本当の信仰は決して失望に終わらない。私たちが「失望しないでいつも祈る」こ

とができるのは、私たちの叫び求めを放っておかれない（恵みの神）がおられるからである。その（恵みの神）が私た

ちのすぐそばにいて、私たちを助けようとしておられることをよく知ることが重要である。

③この世の常識、分別で判断しない
祈りとは、ちょっと願って、すぐに思うように答えられないと、自分の分別でそれを考え、判断し、そしてやめてし

まうというものではない。（やもめ）のように訴えたが、周りの人からそんなこと願ったって聞かれないよ、もう二度

三度祈っているけれど全然聞いてもらえないではないか。だから祈ったって無駄だ。むしろそんなことを祈っていけば

余計つらい思いを増すばかりだ、だからやめてじっとしていた方がいいと、言われる。

私たちが祈る時、少し答えが長引くと、こんな声がどこからか聞こえて来る。周りからというより（自分の心の中か

ら）聞こえて来る。信仰深そうな声も聞こえて来る。御心でなければ聞かれないのだと。信仰深そうに、御心を第1
み こころ み こころ

にする者であるかのように、その祈りをやめさせる、消極的にさせる。

結局常識、分別、そういうものの判断で横にそれてしまう。そして信仰というものが、結局はこの世の常識以外の何

ものでもない、人間の経験内の出来事でしかない、分別以外の何ものでもないと、そういったものになってしまう。

信仰信仰と言いながら、祈っていると言いながら、また神は全知全能だと言いながら、結局はこの世の人と同じ（あ

きらめ）の方向に行ってしまう。イエスはこのたとえをもってそういう信仰をぶち破ろうとしておられる。そういう祈

りの間違いを指摘しておられる。

（５）神の国の選民
主は言われた。「不正な裁判官の言っていることを聞きなさい。まして神は、夜昼神を呼び求めている選民

のためにさばきをつけないで、いつまでもそのことを放っておかれることがあるでしょうか。（6-7節）

《主》は弟子たちに次のように説かれた。もし《不正な裁判官》が、しつこく要求するからという理由であわれな（や

もめ）のために行動を起こすとすれば、公明正大な《神》がご自分の《選民》のために介入してくださるのは当たり前
こうめいせいだい

のことではないかと。

《選民》は、神の国のために、この世から選びとられた神の民である。選ばれたのは、私たちの立派さのゆえではな

い。この（やもめ）のような存在は、だれと比べても、誇れるもののない者である。イエスの時代においては、取税人、

罪人と言われる者、遊女の類いと言われる者である。そういう者こそが神の国においては、イエス・キリストの十字架
たぐ

で流された血潮のゆえに、キリストのいっさいにおいて選びを受ける者となる。心の貧しい者は幸いなり、天の御国は
ち しお

その人のものであると言われている。私たちがキリストにあり、神の国に望みをおいて生きる者とされているならば、

私たちはここに言われている選民である。キリストの血でこの世から区別された者、買い取られた者である。

（６）神のさばきがなされる時が来る
あなたがたに言いますが、神は、すみやかに彼らのために正しいさばきをしてくださいます。しかし、

人の子が来たとき、はたして地上に信仰が見られるでしょうか。」（8節）

神が人に対して（それ以上忍耐なさらない時）がやって来る。その時、神は、ご自分に従う者たちを迫害する者ど

もを罰してくださる。

主イエスは、《「しかし、人の子が来たとき、はたして地上に信仰が見られるでしょうか」》という問いかけでこのた

とえを終えられた。ここでの信仰は、あのあわれなやもめが持っていたような信仰を意味しているに違いない。

主が再臨される時まで、日夜、神を呼び求めるよな信仰を持つことができるよう、各自が励まされなければならない。
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